
一般質問

二
に の

ノ宮
みや

健
けん

治
じ

（由布市）

持
続
可
能
な
県
農
業
の

振
興

県
農
業
非
常
事
態
宣
言
か
ら
行
動

宣
言
へ

（
質
問
）
今
年
３
月
に
「
大
分
県
農

業
非
常
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
、

「
大
分
県
農
業
総
合
戦
略
会
議
」
に

よ
る
「
行
動
宣
言
」
が
10
月
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
県
農

業
産
出
額
の
増
額
と
と
も
に
、
生
産

者
、農
業
団
体
、行
政
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
お
り
、
県

農
業
再
生
に
向
け
た
最
後
の
挑
戦
と

捉
え
て
い
る
。

　

こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
知
事
の

強
い
牽
引
力
と
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
販
売

流
通
や
営
農
指
導
強
化
が
求
め
ら
れ

る
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
不
祥
事
が
起
き
た

り
、
支
所
廃
止
な
ど
の
合
理
化
が
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
不
安
で
あ
る
。

　

３
者
一
体
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
展
開
す
る
の
か
、
知
事
の
本
気

度
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

（
知
事
答
弁
）
行
動
宣
言
に
よ
り
、

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
自
ら
が
農
協
改
革
を

し
っ
か
り
進
め
、
営
農
指
導
員
を
確

保
し
た
上
で
、
県
の
普
及
指
導
員
と

共
同
し
て
、
専
門
知
識
の
習
得
な
ど

農
家
に
即
答
で
き
る
営
農
指
導
体
制

を
作
る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
主
導
で
進
め
な

が
ら
行
政
が
こ
れ
を
支
援
す
る
。

（
私
の
思
い
）
主
体
は
Ｊ
Ａ
で
な
く
、

県
農
業
の
再
生
に
は
知
事
が
先
頭
に

立
ち
、
目
標
実
現
に
向
け
３
者
を
強

力
に
牽
引
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
宣

言
は
画
餅
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

水
稲
を
基
軸
と
し
た
中
山
間
地
域

農
業
の
推
進

（
質
問
）
中
山
間
地
域
農
業
を
守
る

に
は
、
高
齢
者
で
も
耕
作
が
可
能

な
「
稲
作
」
を
基
軸
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
経
済
効
率
面
を
重
視
し
た
農

業
・
農
村
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
農

業
・
農
村
の
持
つ
環
境
保
全
な
ど
の

多
面
的
な
維
持
機
能
を
支
援
す
る
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。　

　

中
山
間
地
域
で
は
「
稲
作
」
を
、

そ
の
他
の
地
域
で
は
食
料
自
給
率
を

高
め
る
た
め
の
大
豆
や
小
麦
な
ど
の

作
目
を
基
軸
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、

以
前
の
食
管
制
度
の
流
れ
を
く
む

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
の

復
活
な
ど
、
国
策
と
し
て
中
山
間
地

域
農
業
へ
の
手
厚
い
支
援
が
な
け
れ

ば
中
山
間
地
域
が
崩
壊
し
、
農
村
の

持
つ
多
面
的
な
維
持
機
能
も
失
わ
れ

て
、
農
業
・
農
村
が
消
滅
す
る
と
危

惧
し
て
い
る
。

（
知
事
答
弁
）
①
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
起

点
に
し
た
儲
か
る
農
業
の
実
現�

②

地
域
農
業
の
持
続
発
展
に
欠
か
せ
な

い
営
農
継
承
の
促
進�

③
中
山
間
地

域
等
の
農
業
を
面
的
に
支
え
る
集
落

営
農
組
織
の
経
営
強
化
、
の
３
点
を

主
体
と
し
て
、
中
山
間
地
域
農
業
を

支
え
て
い
く
。

（
私
の
思
い
）
米
余
り
に
よ
る
価
格

低
下
で
農
家
は
泣
い
て
い
る
。
米
の

輸
入
や
宇
佐
平
野
で
の
一
枚
２
町
歩

を
超
え
る
水
田
を
造
成
し
「
稲
作
」

を
進
め
る
姿
を
見
る
と
き
、
ま
す
ま

す
国
の
農
政
に
不
信
感
を
お
ぼ
え

る
。
知
事
回
答
の
３
点
は
当
然
の
施

策
で
あ
り
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、

農
村
の
実
情
を
汲
み
取
っ
た
県
農
政

の
推
進
が
必
要
と
の
回
答
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

そ
の
他
に
、「
県
種
子
条
例
の
制

定
」「
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
す
ぎ
る
」「
人

口
減
少
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
影

響
」
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

一般質問

原
はら

田
だ

　孝
たか

司
し

（別府市）

観
光
産
業
の
基
盤
強
化

や
効
果
的
な
情
報
発
信

や
攻
め
の
誘
客

日
本
一
の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
と
観
光
振
興
を
一
体
的

に
進
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
着
実
に
進

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定

さ
れ
た
第
３
期
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
で

す
が
、
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。
こ

の
第
３
期
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
総
括
し
、
第
４
期
と
な
る
来
年
度

か
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、

ど
の
よ
う
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
に
反

映
を
し
て
い
く
の
か
質
問
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

と
て
も
大
事
な
視
点
で
す
。
今
回
、

こ
れ
ま
で
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
で
触

れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
危
機
状
況
と

し
て
、「
感
染
症
」
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
る
の
か
を
尋
ね
ま
し
た
。

（
知
事
答
弁
）
11
月
26
日
（「
い
い
風

呂
の
日
」
だ
そ
う
で
す
）
に
発
表
さ

れ
た
「
全
国
温
泉
県
イ
メ
ー
ジ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
、
本
県
が
第
１
位
に
選

定
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
魅

力
の
発
掘
、
観
光
産
業
の
一
層
の
基

盤
強
化
や
効
果
的
な
情
報
発
信
を
推

し
進
め
、
大
規
模
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
誘
致
な
ど
攻
め
の
誘
客
を
展
開

し
た
い
。

　

感
染
症
等
の
危
機
に
際
し
、
観
光

産
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。
リ
ス
ク
を
平

常
時
か
ら
想
定
し
、
発
生
時
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
回
復
で
き

る
よ
う
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
観
光
関
係
者
や
有
識
者
の
意
見

を
踏
ま
え
、
よ
り
適
切
な
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
検
討
し
た

い
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
に
つ
い
て

　

人
に
は
、
多
く
の
違
い
が
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
や
自
分
の

意
思
で
変
え
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

や
内
面
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
違
い
を
個
性
と
し
て
捉
え
、
認
め

合
う
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
の
考
え
で

す
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
の
推
進
は

不
可
欠
だ
と
考
え
、
大
分
県
と
し
て

の
姿
勢
を
、
ま
た
全
国
で
拡
大
し
て

い
る
同
性
婚
の
方
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
や
そ
れ
に
伴
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
別
府
市
に
あ
る
県
立
翔
青

高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
帰
国
・
外

国
人
生
徒
特
別
入
学
者
選
抜
に
つ
い

て
、
実
施
校
の
拡
大
と
、
多
言
語
対

応
、
当
該
学
校
へ
の
教
職
員
の
増
員

の
必
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

（
部
長
・
教
育
長
答
弁
）
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
県
の

姿
勢
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

現
在
、「
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推

進
条
例
」の
改
正
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

高
校
入
試
に
お
け
る
多
言
語
対
応

は
、
入
学
後
の
学
習
保
障
に
も
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
学
校
の
体
制
強
化

と
セ
ッ
ト
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
他
県
の
入
試
の
状
況
、
本
県
の

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数

の
推
移
等
も
鑑
み
、
研
究
を
重
ね
た

い
。

　

こ
の
他
、
来
年
度
の
予
算
編
成
方

針
、
小
中
学
校
の
教
員
不
足
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

２


